
第 362 回塑性加工シンポジウム ＜対面＋Web：ハイブリッド開催＞ 

「未来を拓く自動車部品製造：設備・材料・加工技術の最新動向」 
日  時：2025年9月10日（水）10:00～17:00 
会  場：名城大学天白キャンパス 研究実験棟Ⅱ 2階261多目的室     
    [愛知県名古屋市天白区塩釜口1-501] （アクセスマップ：https://www.meijo-u.ac.jp/about/campus/tempaku.html） 
交  通：地下鉄鶴舞線 塩釜口駅 1番出口（右）徒歩約5分 

主  催：日本塑性加工学会（実行：東海支部） 

協 賛：日本鉄鋼協会，素形材センター，自動車技術会，日本金属プレス工業協会，日本鍛造協会，日本鍛圧機械工業会，型技術協会，日本機械学

会，日本金属学会，軽金属学会，日本トライボロジー学会，精密工学会，日本材料学会 

趣 旨：環境規制の強化により，自動車業界ではガソリン車や電気自動車など，多様な動力源の車両が製造・販売されています．これに伴い，自動

車部品にも軽量化や一体化といった要求が高まり，製造技術の多様化が進んでいます．本シンポジウムでは，自動車部品製造に関する最新

技術やトレンドを，自動車メーカー，素材，CAE，設備，加工法といった多角的な視点から探ります．各分野の専門家とともに業界の課題

と展望を議論し，持続可能な自動車づくりに向けた知見を共有します． 
プログラム：開会の辞（10:00～10:05）                           日本塑性加工学会東海支部長   早川 邦夫君 

司 会 （10:00～12:05）                                大同大学      蔦森 秀夫君 
司 会 （13:05～14:25）                                三菱重工業㈱   山田  毅君 
司 会 （14:40～16:00）                                  名城大学      吉川 泰晴君 

時 間 内     容 講  師 

10:05～10:45 自動車部品製造における最新動向と展望：近年ギガキャストによる大型一体化技術の拡大，EV 特有

部品への対応や人出不足への対応などプレス板金加工を取巻く環境は大きな変革が期待される．こ

れらの環境変化に対応するため，完成車メーカーであるトヨタでの取り組み事例を紹介し今後の方

向性を展望する． 

トヨタ自動車㈱ 

 野々村 潔君 

10:45～11:25 自動車用鋼板の利用技術開発動向：動力源の多様化に伴い自動車車体構造も変革しつつある中，自動

車用薄鋼板の適用拡大を狙いとした部品数を減らした構造および成形工法や，EV 特有部品に対す

る構造および成形工法の開発事例について解説する． 

JFEスチール㈱ 

飯塚 栄治君 

11:25～12:05 自動車部品に適用されるアルミニウム材料の最新動向：自動車の電動化が進行する中で，車両重量の

増加を抑制するために低比重材料を用いた車体軽量化の必要性が高まっている．ここでは、自動車

部品に適用されるアルミニウム材料の動向について紹介する． 

元 ㈱UACJ 
水越 秀雄君 

12:05～13:05 昼    食   ・   休    憩  

13:05～13:45 塑性加工におけるサーボモーションの効果と自動化を支える周辺装置群新プレス機動向：サーボプレ

スの普及と活用を目的とし，実証加工を経て様々なサーボモーションの開発・検証を行ってきた．

その効果と結果を実例を交えて紹介する．また，プレスマシン周辺装置の最前線を紹介する． 

㈱アマダプレスシステム 

 加藤 伸明君 

13:45～14:25 ニューモビリティにおける軽量化と衝突安全ソリューション：車体軽量化，部品強度，乗員の安全

性向上、さらにはEVの航続距離延長ニーズが高まっている．そこで保有しているホットスタンプ

関連技術を通じ，持続可能でコスト効率が高い対応事例について紹介する． 

ゲスタンプ・オートテッ

ク・ジャパン㈱ 

Miguel A．F．Del Olmo君 

14:25～14:40 休    憩  

14:40～15:20 外板パネル品質を造り込むための CAE 技術：自動車の外板デザインは近年，より立体的で複雑な形

状となっておりプレス成形の難易度が高くなっている．そのため金型製作前にCAEでの造り込みが

より重要度を増している．そこで本講演では外板パネルのCAE技術と評価技術について紹介する． 

トヨタ自動車㈱ 

一条 尚樹君 

15：20～16:00 板鍛造技術の基本工法とその活用事例：板鍛造技術は高精度・高付加価値形状のネットシェイプ，さ

らに部品の軽量化や工程削減により環境負荷を低減する成形法として普及しつつある．ここでは板

鍛造の基礎工法に加えて，工法高度化のトレンドおよび活用事例を紹介する． 

岐阜大学 

 王  志剛君 

16:00～16:30 総 合 討 論                 司会    三菱重工業㈱  山田  毅君  

16:30～17:00 講師を含めた名刺交換会（希望者）  

定  員：対面参加者 80名 （定員になり次第締切ります．）Web参加は特に定員はありません． 
参 加 費：（消費税10%込） 

 
正会員・賛助会員・ 
協賛学会員個人会員 

学生会員 一般 会員外学生 

対面参加 12,000円 6,000円 18,000円 9,000円 

Web参加 18,000円 9,000円 27,000円 13,500円 

申込方法：学会ホームページ（http://www.jstp.or.jp）【行事のご案内】のページよりお申し込みください．参加券，請求書をお送りします．  
注  意：対面でのご参加の場合，会場には駐車場がありませんので，近隣のパーキングをご利用いただくか公共交通機関をご利用ください．昼食

は各自でお願いします．講演中の撮影・録画・録音は禁止します．テキストはPDFにて配布いたします． 
 

 

 

http://www.jstp.or.jp/

